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助動詞
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3．調査単位をめぐる注釈
　今圓の調査においても，調査単位にかかわる問題がすくなからず生じた。
もとより，採胴する単位は，文節粗塗の長い単位とあらかじめさだまってい
る。したがって，生じた問題もそのわくのなかでの個別的なものであり，解
決がことなっていたとしても，さしたる影響を調査結果におよぼすとはかん
がえられない。しかしながら，今圃の調査についやした時間のおおくが，原
文のコンピュータ入力と，この単位の問題にかかわることであって，その記
録ものこしておくべきであろうとおもわれる。今後の語彙の計量調査におい
ては，おそらく，五十音順排列・語彙表作成といったことの作業量は，機械
化の効果で問題とならなくなるであろう。しかし，採用した単位の基準にて
らして個別的な問題を解決してゆくということは，当分，手作業の範囲をで
ることがむずかしいようである。
3．1．単位の長さ
　単位の長さが調査結果におおきく影響し，さまざまな問題をかかえている
ことは，報告（pp．11－23）にのべられている。ここでは，報告にのべられ
ていないことのうち，付属語にかかわることと文の認定にかかわることとを
中心として，実際の調査の単位認定作業で問題になったことがらを，記録し
ておく。長さの問題は，幅の問題にもかかわってゆく。
　念のため，長い単位の規定の本体を報告（pp．18－23）から引幣する。
原則
細則1
細則2
細則3
長い単位としては原則として文節を採用する。
文節の認定上問題になる形式については細則に従う。
付属語（助詞・助動詞）の範闘は国立国語研究所報告3『現代語の
助詞・助動詞雌の冒次に挙がっているものとする。
自立しうる体濫的な形式（単独で，あるいは付属語をつけて文節と
して用いられうる体言的なもの）が直接的な関係をもちながらふた
つ以上並んでいるばあいには，原則として続ける。
2文節以上からなる形式全体に関係する接辞あるいは体欝的な形式
は，その前あるいは後を切る。
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細則4
細則5
細則6
擬声語・擬i態語・かけ声はいくつかの部分に分けられるものでもひ
と続きとする。
次の形式は，指示のあるように扱う。
（一覧省略。自立しうる形式ふたつ以上を含む形式について，報告
および今團の調査では，『新潮国語辞典壽に一語として立項されてい
るものを一語とした。）
括弧のなかに補足・説明のあるばあい，括弧の外と中とを別個に扱
う。
ここに中心としてとりあげるといったものは，第1に，細則1にかかわり，
またそれとの関係で細則5にかかわる。第2に，細則2の例外規定のひとつ
　　　　あとの形式が動作性名詞で体書どめの文（終止句・中止句・「～と」
　　　　の引用句）の述語であり，しかも，まえの形式がその述語に直接関
　　　　為する形式であるなら切る。
にかかわる。なお，以下の議論のためにつけくわえるならば，報告の8年お
よび1986年の調査で，単位の幅つまり同語異心判別の問題は，国立国語研究
所報告21・25『現代雑誌九十種の用語用字（1）（3）2にしたがうことをもって解
決としている。
　まず，細則1の付属語にかかわる問題。この問題は，今回の調査で問題に
なったというよりも，報告にしめした調査結果について，検討の必要が生じ
たというものである。それは，「ほど」を末尾にふくむ，つぎの一群であって，
報告の8年および1986年の出現頻度などもしめす。
??????????????? ???????
（?????
?????????
??1
【????????
　出　現　頻　度
26　36　46　56　66
：　了1
1
三　1：l
zg！g12｛　　三
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76
1
一
一
一
1
）
86
1
2?
1
これらが問題となるのは，「ほどJが，槻代語の助詞・助動詞』に助詞として
　　　　　　　　　　　　　　一30一
あがっているからであり，しかも，感覚的には自立的でもあるからである。
ここにのべるのとおなじ問題を，「こと，もの，ところ，くらい，きり，くせ」
もかかえるが，問題の生じやすさにおいて，「ほど」が典型である。報告の8
年で自立形式とみとめられたただひとつの例，および1986年で自立形式とみ
とめた1例は，つぎである。
　・と同時に、翌二十五Eの攻撃には、還らない決意のほどを示して、つぎ
　　のような感傷さえも、もらしていた。　　　　　　（1956年11月p．13）
　・それは、すなわち平尾に対する周囲の期待のほどをしめしているのだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1986年5月p．271＞
この2例の単独の自立形式「ほど」については，以下では考慮しない。
「ほど」が，例外なく助詞であるのならば，うえにしめしたような語は，見
畠し語としては存在しえない。そこに例外がみとめられているのは，うえの
うち，「身の程」から「よほど」までについては，『現代雑誌九十種の用語用字』
の見出し語としてあがっていることによる。『現代雑誌九十種の用語用字sで
採用されたβ単位という短い単位の系列で一語であるものが，長い単位の系
列で解析されるのは，一般的にいって，論理的に矛盾する。ただし，「ほど」
は，　『現代雑誌九十種の用語用宇』では，助詞ではなく，名詞である。その
かぎりにおいては，あらためて問題にする余地があるが，かりに助詞であっ
たとしても，『現代雑誌九十種の用語用舗の岡語異語判別は，助詞・助動詞
の接続したかたちをも対象としてなされている。たとえば，「少なくとも，少
なくも」などは，形容調「少ない」（の連用形）とは別の一一類として見出し語
をあたえられている。
　さて，しかし，「このほど」以下は，そのようにならない。『現代雑誌九十
種の用語用字sで，「この」などと「ほど」とに解析され，金体で一語として
は立項されていないからである。報告および今團の調査では，「ほど」は，単
純な通常の助詞とするか，例外的に名詞であるとみとめるかである。もし「ほ
ど」を助詞とするならば，自立形式1個と付属形式との結合を規定する細則
　　　　　　　　　　　　　　　一31一
はないので，「このほど」以下の単位設定はあやまっていたことになる。細則
5は，個別的なものにかかわる例外規定であるが，他の細則と同様に，自立
形式2個以上の結合を規定するものである。名詞とするならば，その細則5，
すなわち『新潮国語辞典』に立項されているものは結合形式とするというこ
とによって，それでよいことになる。ただし，なぜ名詞とみとめたか，また，
つぎの例は，『新潮国語辞典2に立項されているにもかかわらず，なぜ結合形
式とみとめなかったのか，別に問題がでてくる。
・僕にあれ程堅い約束して、 （1906年1◎月・f寸金表　p．72）
・近頃の新人はあれ程小説の申で傲漫に若さの特権を振りかざしているが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1956年5月　p．197）
・…i略）…だからこそ、彼はあれほどの気まぐれぶりを発揮：できたのであ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1956年8月p．382）る。
。彼がほとんど独力であれほどまで見事に「洋画ノ奇巧」を自分のものと
することができた、背景には、
・これ程の潮汐も、時、利あらず、
・是程臆面穏老拙も毒死静も苦寒可仕時節、
・これ程の感激は決して受けた事がなかった。
　（1966年11月p．113）
（1916・年1月説苑p．30）
（1926年4月説苑p．27）
（1926年11月説苑p．76）
　・重光リス大臣はこれほどみじめにこびへつらって、（1956年6月p．213）
「このほど，それほど，どれほど」には一調生がつよいという見解もなりた
ちうるが，それのみでは，作業の規定のうえで，一語とみとめられないので
ある。ちなみに，うえの「それほど」は，つぎのようである。
　・かうした場合にも大衆が性的な事件その物をそれほど面白く感じてみる
　　のでない讃拠には、　　　　　　　　　　　　（1926年7月説苑p．　92）
　・それほど倹：約［しまつ］に倹約［しまつ／をして、こんなに沢山い・着
　　物をこしらへながら、　　　　　　　　　　　（1926年11月創作p．83）
　・しかし私は、先生がそれほど俳句の事を考へずに渡欧されたとも思へな
　　い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ig36年10月p．158）
　・なぜそれほど霧しく出版者があらはれたか、　　　（1946年8月p．　SO）
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●泥興野鰐跨下麓鱗鞭争獅われ構灘轡蟷
　・企画庁プWパーの窟僚たちは、大蔵官僚や通産官僚と違って財界にそれ
　　ほどコネが利かない。　　　　　　　　　　　　　（1966年4月p．151）
　・不況時にも卸売り価格がそれほどおちこまなかったというところに、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1966年10月　p．40）
　・米政府は、それほど、無思慮でもないし、H本の国内情勢や、国内世論
　　に対し、無思慮ではないはずである。　　　　　　（1966年5月p．290）
第1例のように副詞としてもよいようなものもあるが，第2例のように，う
えの「あれほど，これほど」とおなじく，「それ」の具象性があきらかである
ものもある。
　1986年については，関係するものとしてつぎの2例があったが，いずれも，
「ほど」を助詞として処理した。
　・十二歳の：夏。あれほどいやな季節はなかった。　　　　　（9月p，378）
　・たかがラガーメンの復帰に、スポーツジャーナリズムがなぜ、これほど
　　騒ぐのかと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5月p．　271）
　なお，このようなこまかい議論ができるようになった背景には，国立国語
概究所書語処理データ集3槻弓雑誌九十種の用語用字　五十音順語彙表・
採集カードxの刊行がある。国立国語概究所には，もとより，その原本があ
り，それなりに利用に供されてきたのであるが，こうした議論をおこなうに
あたっては，公刊されていないことを前提として，ある程度の湖約をかんが
えざるをえなかったであろう。
　つぎに，細則2の例外規定をめぐる問題，すなわち文の認定にかかわる問
題について。構文論は，大体において，文のかたちがわかっていることを前
提として成立していて，その理論によって，具体的な言語現象を文であるか
文でないかと判定することは，まずない。ここにふれる問題は，そうしたと
ころにもかかわっている。1986年の例をあげる。以下，問題とする部分のみ
についてであるが，「ilによって語と語との境界を，「〈」によって語におけ
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る結合を，それぞれあらわす。
　・噺・階層消費の時代i（1八五年七月痔唄、H本経済新聞社）の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月p．60）
「入五年七月刊」は，文の中止句であるとみとめて2語に解析したが，報告
の8年では，むしろ文とせずに結合させている。
　・東海遊子吟　i±井晩翠く著i
　　　　　　　　l大U本図書株式会社く発行1　　　（19◎6年9月p。120）
　・原始仏教史　｛舟橋水哉く著l
　　　　　　　　l文明堂蔵版i　　　　　　　　　（19◎6年9月p．124）
　・《第二十年第十二号（i十二月く発行1）……一…村上　専精氏
　　愈第二十一年第一一号（1一月く発行の・…・………下田　歌子氏
　　企匿1　＿ヒ………一…・…　…………………　……………海老名弾正氏
　　《第二十一年第二号（i二月く発行の………・・…登張　竹風氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1906年7月イ寸録p。14）
　・「哲学と教育』（第四号、i六月〈発行1、愛知学芸大学哲学会）は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1956年8月p。223＞
　・天うつ浪　1幸田露f判著i
　　　　　　　i梶田半古i画i　　　　　　　　　　（1906年2月広告）
　弓十月1第一号i発行i　　　　　　　　　　　（1916年1G月広告）
　・｝昭和二十一年六月廿三霞i印届環
　　1巨召門口二十一年一ヒ月　　一臼　｛発そ「il　　　　　　　　　　　（1946年7月　p．136）
用雷的な部分が差歯にあるから問題になるのであり，たとえば書名にさきだ
ってこのようなものがあるときには，結合形式である。1986年の例。
　・1佐治守夫・〈神保信一遍く編i「登校振否」　　　　　　（11月P．210）
　これに類するようなことは，おそらく，ほかにもすくなからずあろうとお
もわれる。つぎは，1986年のうちで不統一のようにみえるものである。
　。1パンフレッN拝送i
　　O御予約はお早めに
　　i予約く直通i
　　lO3－925－2950｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月p．　43）
　・一一、締切……昭和六十二年五月三十～臼（1当日？肖EP　i有効i）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10月　p．398）
「予約直通」を結合形式とみたのは，すぐあとにつづく電話番号に対して，
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いわば主語であると解析したからである。もし，電話番号と順序が逆であっ
たならば，「当日消印有効」のように述語を解析していた。
　e　1　03－925－2950　1
　　（1予約1直通1）
　このような統一性にかかわる問題は，単位設定規期を充分に適用している
ならば，圓避できるはずであるが，ひとでにたよらざるをえないこととて，
いくたび検査をくりかえしてものこるものと覚悟しなければならないであろ
う。気づいたときに全体をみなおしてみるというのは，ひとでのみでおこな
うことはまず困難であり，コンピュータ処理のできる環境においてのことで
ある。そもそも，規則を機械的に適用して判断するということは，コンピュ
ータ処理にむいているはずであるが，たとえば，文を規定できないような状
況では，いまの閥題にはたちむかうことができない。そうして，また，規則
を適用するについて，あらたな規則が必要とされるばあい，どのように対処
するかということも，コンピュータ処理のうえでむずかしいようである。
　1986年の調査でそのようなあらたにでてきた問題に，一露ずつながら，二
三ふれる。
　・一、枚数……1四百字詰原稿用紙に五十枚以上1百枚以内1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10月　p．398）
「五十枚以上百枚以内」を，結合形式とみるか，このように2語に解析する
かが，問題である。単位の規則の細則2に，例外規定として「どちらかが5
音節以上なら切る」という一項があり，それを利用することもできる。しか
し，ここでは，つぎのような，ありうるかたちをかんがえて，きることとし
た。
　・五十枚以上百枚まで
すなわち，この全体が一語であるとすると，見出し語のかたちは，助詞「ま
で」をのぞいて，「五十枚以上百枚」となり，意味するところが不可解となる。
それを回避しようとして，「五十枚以上3を独立させている。岡様にありうる，
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つぎのかたちに対しても，このきりかたは有効である。
　・五十枚から百枚以内
いまあげた，ふたつのありうるかたちで，「五十枚以上，百枚以内」でないほ
うのかたちの見出し語は，いうまでもないことながら，「百枚，五十枚」であ
る。
　。i昭和61年6月16鼠く（月）～〈9月25幽く（木）i　　（2月p．8）
さきに，表記・音の長さのおおきいものとしてあげたひとつである。ここに
は，問題がふたつある。ひとつは，「昭和61年6月16日」と「g月25則とを
結合させておいてよいかである。「昭和61年」が以下の全体をくくっていると
解析するならば，この問題はちいさくなる。ここではそのたちばで結合形式
とみなしたが，また，記号「～」をつなぎ符号として評価することもしてい
る。つなぎ符号というのは，つぎの記号「一」のようなものをいい，報皆の
規定には紹介されていないが，細則2の一一部として，その前後をきりはなさ
ないと規定されている。
　・1申瞥二一く金丸一く竹下を1結ぶ線が磐石になれば、　　（9月p．61）
問題のいまひとつは，曜Hの表示の処理である。単位の規定の細則6によっ
て，きりだすこともかんがえられないではなかったが，曜Hの表示は，補足
ないし説明というよりも，括弧でくくるくだんの形式が一般的であろうこと
にかんがみ，年月Hの表示の一部とみたてることにしたのである。報告の8
年にてらそうとしたが，例がなく，そのことは意外であった。
　・『｝ドキュメント　1ニュータウン流通戦争』等が1　　（11月p．255）
　・第十冊賢の「i法廷風景i続きb以下を｝　　　　　（6月p．213）
書名・題名に問題があることは，報告（pp．21－22）にふれられている。ここ
の例の前者は単行図書，後者は手記ノートの章の題名である。前者のFドキ
ュメント」のようなつのがきに類する部分は，主題名とのあいだに字あきが
あったり，主題名よりちいさい文字でしるされたりして，主題名とは一線を
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画されるのが通常であるとみうけられるので，語としても主題名とはきりは
なすこととした。後者の「続き」もそれに準じたが，問題があるかもしれな
い。もしこうでなければ，「「法廷風景続き」以下を」で一語である。なお，
前者の「等（とう）」は，細則2の細部の規定で助詞なみにあつかうことにな
っているのによって，単独の語としていない。
　e田村靖邦（】福岡く籍崎富く宮司1・写真右）　　　　　（11月p．238）
「福岡，三崎宮，宮司」の3形式の関係は，福岡にある簿綺富の宮司であり，
一般的にいうならば，「福岡」と「懲崎宮」とはきりはなし，「篤三宮」と「憲
司」とはっけておくべきものである。しかしながら，つぎのきりかたでは，
「福岡」が「宮司」に関係していると表示しているようにも理解できる。
　・i福岡i筥三三く筥司i
それをきらって，三崎欝」と「窟司」との結合を尊重しつつ，規則の面から
するならば異常であるが，「福岡」をもとりこんでしまっている。
3．2．単位の幅
　外来語・外国語の，主としてよみにかかわることに，ふれる。
　報告の8年目よび1986年の調査では，アルファベットないし外国語・外来
語のよみかたは，三代雑誌九十種の用語用字』にしたがっている。しかし，
槻弓雑誌九十種の用語用字』の40年まえにおいてはよかったであろう，そ
のよみかたが，いまやふるくなっているとおもわれるものがある。たとえば，
「NRK：」は，「えぬえっちけえ」のよみをあたえられ，そこにもみられるよ
うに，アルファベット「H」は，「えっち⊥のよみをあたえられるが，現代に
おいては，おそらく，謬三省堂国語辞典』が「エヌエイチケー」を見出しとし，
また「新潮国語辞典sが「エイチ」を主見出しとしているように，よみかた
をかえてよいであろうとおもわれる。もとより，「えっち」であるか「えいちJ
であるかという程度の問題は，語形のいわゆる「ゆれ」の範囲におさまるも
のであり，五十音順語彙表を作成するときなどに，影響するにすぎない。た
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だし，語「変態」のm一マ字がき頭文字に由来するといわれる語「えっち」
は，そのかたちでしかありえず，「えいち」とのあいだで闘語か異語かの問題
をひきおこすかもしれない。
　外来語・外国語ではないが，「H本iのよみも，いまのところ，「にっぽん」
を優先し，固有名詞などの特別のばあいにかぎって「にほん」をとっている。
しかし，このゆきかたは，国語辞典などにてらすときには，むしろ逆である。
『新潮国語三二では，「日本銀行」のような正式には「にっぽん」であるも
のも，「にほん」の見出しのもとにまとめている。国語辞典には，語源主義の
かたむきがあるかもしれないが，現在の使用の実情も，噺潮国語辞典gのゆ
きかたでおかしくないものとかんがえられる。
　頭文字すなわちアルファベットをつらねて構成された語には，よみの決定
のむずかしいものもある。さきに表記・音の長さのおおきい語としてあげた
「256キロビットDRAM半導体の」の一回分「DRAM」は，その例である。
百科事典・新語辞典などにあたって，「だいなみつくらむ」と「でいいらむ」
とのふたつがあるらしいとまでは理解できたが，いずれをとるかはいわばふ
んぎりの問題であった。『言泉sは「どらむ」のよみをしめしているが，ほか
にこのよみがみあたらず，選択肢からはずした。
　現代の朝鮮語・中国語の漢；字で衰記されたものについては，臼本漢字音で
よむか，現代朝鮮語・中国謡の音に準じてよむか，という問題がある。朝鮮
語のほうは，特に最近数年間において，人名の原音よみおよびカタカナ表記
が，一般化してきている。中国語のほうは，一方において，ジャーナリズム
を中心に三三主義が成立していて，すなわち，中国のがわでもE本の人名な
どを申三音でよみ，臼本のがわでも中国の人名などを日本音でよむ，という
ことがおおく，他方において，原音よみを主張する意見もあって，複雑であ
る。1986年のばあい，中国人名「毛（沢東）」は，ふたつのよみであらわれて
きている。よみをどちらにするかは，当の語のあらわれる記事の全体におい
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て振り仮名がどうなっているかで判断し，もし原音よみの振り仮名があれば，
原音よみをとり，そうでないならば，振り仮名がないばあいをもふくめて，
日本音よみをとっている。中国人名「劉」は，原音よみでも日本音よみでも
「りゅう」となりうるが，1986年のばあい，その語のあらわれた記事が全体
として原音よみの振り仮名をほどこしてあるので，原音とみなした。さて，
この原音よみとH本音よみとは，語種も外来語と漢語とにわかれ，異語とす
るのが妥当であろう。
　単位の幅にかかわることがらとしてふれておきたかったことは，以上であ
る。単位の長さの問題であるが，いま外来語・外国語にかかわったので，最
後にひとつふれる。報告には紹介されていない，単位の規定の補則として，
「外国語は一文を一単位とする」というのがある。また文がかおをだしてい
るが，ここではかるくかんがえる。1986年では，関係するものとして，つぎ
がある。
　。1低温管理システム　l
　　l　Cooledrk　AWinery　l
　　iサッポロワイン　　1ボレール｝　　　　　　　　　　（10月p．　203）
　’lThe　BleRd“of　Nikka　l
　　lMaltbase〈Whisky　i　　　　　　　　　　　　　　（12月p．18）
　・“1寒く塞く斉く放，ド開く家く轟く鳴、の1方法をもって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10月　p，233）
最：後の例は中国語である。それをもふくめて，単位の規定のしかたがよいか，
あらためてかんがえてみる必要があるかもしれない。外国語が，語のレベル
のみでなく，文相当のレベルにおいて，ヨ本語のなかにはいりこみつつある
ことは，現時点では否定しえないようにおもわれる。外国語であって日本語
でないから，H本語の調査からはずす，ということも，かんがえかたではあ
るが，外国語がはいりこんでいるのも，日本語の実情である，ということも，
かんがえかたである。外国語の単位の設定という，おそらく外国でも検討さ
れていない問題に，いずれとりくまなければならないかもしれない。
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　単位の幅あるいは外来語・外国語にふれたこの節において，つぎの感をつ
よくする。すなわち，変化しつつある書語に，一一定の単位：をもってどこまで
せまりうるであろうか。
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